





























































































































































Emerson-Dell が Beyond the Exotic: Reflections on Later Japanese 
Decorative Arts in the Walters Art Gallery において解明している。7
以下に引用する。
Four other objects in the Walters collection depict specific 
contemporary events in Japan. The ornately decorated gilt-copper 
　 　
 7 Orientations ： Vol. 22, No4. April 1991、 異国趣味を超えてーウオルターズ・
アートギャラリーの日本の後期装飾美術の考察
－ 106－
dagger in Figure 3 (種田注：図Ⅴ)was made during the period of 
shogunal prohibitions. Inscribed with the date for the spring of 
1854, it is signed by three metal workers, Fugawa kazunori(1824-76), 
Ishiguro Masaaki (b,1813), and Hamano Masanobu(b,1773).
The story depicted is that of Tamatori, a beautiful Shikoku 
fisher-girl who sacrifices her life to retrieve a sacred jewel from 
the dragon king's palace under the sea. Ukiyo-e artist Utagawa 
Dagger decorated with the story of Tamatori retrieving 
the sacraed jewel from the dragon King's palace under 
the sea, dated spring 1854. Length 34.5cm
Fugawa Kazunori (Japanese, 1824-1876) (Metalworker) 
Hamano Masanobu (Japanese, born 1773) (Metalworker) 
Ishiguro Masaaki (Japanese, 1813-1837) (Metalworker)  
1854 (Nambokucho-late Edo)
steel gold, copper, copper alloy, silver alloy, wood, textile, 
shakudo, shibuichi, sentoku (?) 
(Arms & Armor)





kuniyoshi(1797-1861)published several prints of this subject during 
the summer of 1853,soon after Comodore Perry first reached 
Japan. It is not hard to see that the dagger-wielding Tamatori 
represents Japan trying to defend its essence against the foreign 
threat,represented by attacking sea creatures.
Considering the popular cry of ¹repel the barbarians', one can only 
imagine the irony a Japanese dealer might have felt when he later 


















を誇示したという見方は、Oliver Impey、Malcom Fairley による「The 
dragon king of the sea, Japanese decorative art of the Meiji period 
－ 108－


















はないはずだ。（Stephen Salel, The Allure of Innocence:Depictions of 







 8 Ashmolean Museum  Oxford, 1991










































詳しい記述のある「Spezial - katalog der Ausstellung Japanischer 
Mettallindustrie」(スペシャル・カタログ　ニュルンベルク、1885年７月)
において該当箇所は以下のように書かれている。
Die Gegenstände unter Nr.256 und 484 (Adler und Wasserkönig)
befinden sich in der Rotunde, die übrigen in der südlichen Galerie 













シビル・ギルモント氏の論文「Die Rezeption Japans ―

















 In ausserordentlich manichfaltiger Weise sind die Bronzen 
vertreten
 Hier steht Japan obenan, sowohl was die Ausführung in Guss 
als was die Dekoration betrifft. Auch die Legirungen selbst sind 
sehr manigfaltig und werden neben der gewöhnlichen Bronze 
solche als Shidoh, Sentoku, und Sahari bezeichnet. Zwei grössere 
Arbeiten, die in der Rotunde aufgestellt sind und einen sitzenden 
Adler und einen Meergott darstellen, geben von der Tüchtigkeit 
der Japaner im Giessen, Ziseliren und Patiniren Zeugniss, daneben 
befindet sich im Japanischen Saale eine ausserordentlich grosse 
Reihe von Bronzearbeiten aller Art, mit Appliken im Flach 
und Hochrelief in allen Metallfarben, in Verbindung mit Eisen 
und Porzellan, dass eine genauere Beschreibung derselben an 
diesem Orte unmöglich ist. Unstreitig aber nimmt Japan in der 
　 　
12 Ostasiatiche Zeitschrift,autumn No4、2002






























この Leopold Gmelin は上記のように「龍神」像の技術を賛美している。又、
この像が、何らかの伝説によるものであることには96ページで少し言及し
ている。
 Das frappirendste Beispiel ist jener wogenumbrauste Meerkönig, 
dessen kostbare Schätze der Sage nach in einem Palast auf dem 
Meeresgrunde von Dranchen bewacht werden…
何よりも腰を抜かさせる例は、荒波に囲まれている龍の王像である。伝説
では、王のとほうもない財宝を海底の宮殿で龍たちが守っている…
（松波烈訳）
興味深いことにこの筆者は、少なくとも龍宮伝説を知っていると思われる。
また、香炉をささげもつ龍王が何かに恭順を誓うというよりは、その
威容そのものを現しているとみているようだ。ドイツ語に訳された
「Meerkönig: 海神」と「龍神」にどれほどの落差があったか、あるいは
より接近していたのかをさらに調べたいと考える。
この龍神像を最初にわたくしは「竹生島」と考えた。竹生島縁起に基づい
た話で、（龍神は）「金銀珠玉を廷臣に捧げ、君が代の太平を祝福し、国土
鎮護、衆生済渡の誓いを表したのち、天女（弁才天）は春の空に、龍神は
龍宮に帰る。」本文には「龍神は即、湖水に飛行して、波を蹴立て、水を
返して、天地に群がる、大蛇の形、天地にむらがる、大蛇の形は、龍宮に
飛むでぞ、入りける。…」とある姿からの連想である。
　しかし、「大龍戴」の冠からして、記紀神話による「玉井」ではないか
と三浦裕子氏はいう。15海幸山幸の伝説に基づくこの話は、釣針を求めて
「わだつみのいろこの宮」へやってきた彦火火出見尊を敬い援助する龍宮
　 　
15 武蔵野大学能楽資料センター長、「海士」、久米邦武についても多くの示唆を得た。
－ 115－
の姫たちと龍王、姫たちは銀と金の玉を捧げ、龍王は「床に届くほどある
大龍戴に白頭、悪尉の面に鹿背杖の扮装」で釣針を携える。面と重厚感か
らみてこの龍王がモデルかと思われるが、捧げ持つのは香炉であり、そう
いう龍神は能では登場しない。宗珉はウイーン万博にも「龍神捧玉図」（冠
り物、剣、太刀、金銀象嵌入り）を制作している。
一般に「温知図録」に収録されている明治10年代の図案や鋳造物は過剰な
までの技巧を特色とする。玉や香炉を捧げる龍神像は他にも多く作られて
いる。技巧の凝らし甲斐と流行、鎮護国家という意味の範囲をでるもので
はないかもしれないが、竹生島、ないし玉井といった特定の謡曲の文脈を
思わせつつ、龍神と玉とのとりあわせが「外国」向きであったとはいえよう。
　久米邦武が明治４年に岩倉使節団の一員として外遊した際、各地でオペ
ラを見て、日本では式樂である能との類似性を見出したことを「米欧回覧
実記」に残している。明治維新でパトロンを失ったとはいえ、式樂として
の能は外国からの要人を歓待する際に上演されていた。「久米邦武と能楽
展」（2012年６月２日～７月22日）の解説によると、明治２年エジンバラ
公アルフレッド王子が日本で能を鑑賞しており、明治12年にドイツの皇孫
ハインリッヒ王子の名前もあり、明治の早い時期に能を鑑賞した要人の問
題はあらたな課題である。
能が芸能そのものとして命脈を保ってきたことと並行して、いまだ「美術」
の概念が根付いていない時期に、金工という特殊な分野で能は工芸の「図
案」として生き延びてもいた。本稿はそのおおまかな素描にすぎないが、
明治初期の図案の時代の一面を見渡す端緒となるものである。
付記　本稿は2015年「日本比較文学会全国大会」（６月15日）の口頭発表
に基づく。
なお、本稿は科学研究費基盤研究Ｃ（「博覧会の時代と泉鏡花」（25370222）
の助成をうけた。
